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新年 を 迎 え て

総長：｝j：村裕夫

新年おめでとうございます。平成 8年の年以にあたり，新年の術l挨拶とともに所感の一端を述べさせ

てmきます。

平成 7年は阪神 ・淡路大地良，オームA理教事件，経済の低迷 政治の混乱と町い事件の多い年であ

りました。震災で、は以布IS大学の関係fi・で、被’占：に遭われた方もありましたが，それを除いては京都大学と

してはほぼJll(i前！な一年であったと考えます。昨年 4月には総長特別補佐制度を発起させ，［Jtj川縁一，佐

藤幸治両教授に就任して民いて，将来構想の実現や百周年記念事業なと＼京都大学の様々な課題につい

てltJJ=,jや補佐をしてTriく体制が整いました。一昨年発足した高等教育教授システム開発センターは昨年

第二部門を設置し，いよいよ本格的な活動を始めました。i，農，医，理学部の大学院重点化もJll員制に

進みました。また新しい構想、による学内共l1iJ利用のベンチャー・ビジネス ・ラボラ トリーが工学研究科

を中心に，また全国公募の結果選ばれたセンター ・オブ・エクセレンス（COE）が医学研究科を中心に

設けられました。

さらに年ぷの子~／：の｜付示で，将米情氾1検討委員会によって提案された新しい構想、に基づく独立研究科

として， 21世紀の世界のt院大の課題の一つであるエネjレギー問題を研究するエネルギー科学研究科の新

設が決まりました。1,;J時に文学部，経済学部の重点化も決定しましたし，また新しい俄想に則ったアフ

リカ地域研究専攻が人間・環境学研究科の中に独立専攻として設けられることになりました。研究所関

係では，エネルギ一理工学研究所の新設，防災研究所の改組lも認められ，京都大学が新しい世紀に向け

て飛躍的な発展をはかる基礎が着実に整備されて参りました。これも ｜泌係各位の御設）Jと事務局の方々

の熱心な御支援によるものと感謝しております。

さて新しい年の謀題でありますが，私は教育の充実を何よりも重要な課題として取り上げ‘たいと思い

ます。点都大学では，従オとややもすれば研究に重点が置かれるあまり，教育への配慮が少なくなるきら

いがあったことは否めません。 大学院iP~ .＇~化がその傾向に拍車をかけることになっては大きい問題であ

ります。大学時代には，将来豊かな成長をもたらすための基礎をしっかりと作るべきであります。高校

までの教育が，ややもすれば知識の詰め込みとなりやすい我が国の現状を考えますと，大学教育のあり

方こそが我が国の将米の命運を決定するものになると7守っても，言い過ぎではないでありましょう 。幸

いにして全学共同利用の高等教育教綬システム開発センターに専門家が揃いましたので，各学部でj止）I"

教育のあり方を再検討して頂きたいと希望しているところであります。

昨年秋には科学技術慕本法が制定され，我が国の科学校術の振興に関する施策を総合的に推進する法

的な基盤が整備されました。それに従って本年度の予算でも科学技術費が10%を越える伸びを示してい

ます。そのこと自体は大変結備なことでありますが， しかし研究費を地徹すれば，すぐにすぐれた研究

が我が固から止まれることをJUJ侍することは，必ずしもできません。それは研究には未知の世界に思い

切って挑戦する気概のある 創造）J に 7~；んだ人材を育成することがい］時に重要だからであります。 その

ためには大学の教育環境を整備し，京大初代総長木下賢次先生の？？業を借りれば「自発向得」の精神を

持った新い人々を生み!l'iしていかねばなりません。教育の内平等の改革を行わない限り，現伝進行中の大

学改依も形骸化してしまうことは必至であります。

新しい年京都大学は，大学改革を深化させて教育・研究を充実させるべく全力を長さねばなりませ

ん。教職員の皆様の御支援をお願いし，併せて皆様の御健康，御前躍をお祈りして，訟の挨拶とさせて

］頁きます。
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＜大学の動き＞

新年名刺交換会

本学恒例の新年名刺交換会が， 1月4日 （水）

fド前10時から京大会館において， ；JI二村裕夫総長を

はじめ，奥田 東，岡本道雄，沢田敏男元総長，

間島安則前総長，名誉教侵，教職員約180名の出

席を得て行われた。

はじめに井村総長から新年の挨拶があり，次い

で奥田 東元総長の発声による乾杯ののち歓談，

午前10時50分散会した。

部 局 長の交替等

学生部長

i頼地山 敏学生部長の後任として，益川敏英理

学研究科教授（物質 ・時宅来礎論講座拘当）が平

成 7年12月16日学生部長に任命された。任期は平

成 8年12月15日までである。

留学生センタ一長

瀬地｜｜｜ 敏儒学生センター長の後任として，益

名誉博士称号贈呈式

1月8日 （月）午前10時30分から総長室におい

て，各研究科長および関係者出席のもとに名誉博

士称号贈呈式が挙行され，アメリカ合衆国ウィス

コンシン大学パイラス名誉教授ロパート パイロ

ン バード氏に，京都大学名誉工学博士の称号が

贈呈された。

また，贈呈式の当日，京大会館において同氏の

記念講演が行われた。i寅l題は「ポリマー液体の移

動現象」である。

以下に同氏の略歴および贈呈の趣意を桁介す

る。

（略庶）

Robert Byron Bird （ロノtートパイロ ンバード）

1924年 2月5日生，国籍 アメリカ合衆国

1950年 6月 ウィスコンシン大学大学院修了

（ウィスコンシン大学） Ph D 取得
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川敏英理学研究科教ほ （物質 .n守宅基礎論講HHI!

当）が平成 7年12月16日ffl学生センタ一長に任命

された。任期は平成 9年12月15日までである。

体育指導センタ一所長

i頼地111 敏体育桁i耳センタ一所長の後任とし

て，続川敏＊理学研究科教J受 （物質 ・時空基礎論

議座担当）が平成 7年12月16日体育指導センタ一

所長に任命された。任期は平成 9年12月15日まで

である。

1951年 ウィスコンシン大学化学科研究

民

1952年 コールネル大学化学科助手

1953年 ウィスコンシン大学化学工学科

研究員

1955年 ウィスコンシン大学化学仁学科

助教J受
1957年 ウィスコンシン大学化学工学科

教J受
1964年一1968年 ウィスコンシン大学化学工学科

教室主任

1992年 ウィスコンシン大学名誉教授

（趣意）

米国国立科学アカデミー会貝，ウィスコンシン

大学パイラス名誉教授ロパート パイロン パー

ド氏は，気体と液体の輸送係数の分子論的研究及

び現象論的研究に数々の優れた業績を挙げ，世界

の研究者に多大の影響を与えてきた。

Jfij氏は，気体や液体の粘性係数， N:I放係数，熱
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拡散係数等の輸送係数に関して現尖的な分子間ポ

テンシャルを用いて統計一）J学百1-t｝：を進め，その理

論の正しさを実証するとともに，測定が困維な市i

ililtや低温或いは混合状態などの輸送係数の推算を

初めて可能にした。また，流体の種々の非線形憐

成方程式の現象論的！抑制ri去やエネルギー移動，物

質移動に閲する解析j去を提案し，これらをもとに

民間した移動現象論は化学 l：学をはじめとする ！：

学の広い分野に大きな影響をうえた。さらに工学

的に極めて重要である尚分子の溶融休や溶液の流

動特性についても出分子の分子模型をもとに統計

)J学理論から解明を，；，＼み 高分子の特異な流動現

象の起源を明らかにするとともに数々の新しい現

象を予測するなど材料利学の分世fの研究の・Ht進に

も多大のn献をした なお，これらの研究成果は

研究論文としてのみならず数々の教科占，研究参

考書としてlzl内外で刊行され，教育lillでも大きく

貢献した。

lnJ氏は， 1961年11月に初めて本学を訪れ，1962

年には 6か月間フルブライト交換教綬として本学

に滞在し，この間，工学部の教育 ・研究に悦わっ

外国人研究者との懇談会

諸外国から来日し，本学において教育，研究に

U.:·J，；している外国人研究者と本学教~－等とのうど流

を促進するため，総i毛主｛佳による「外国人砂f究者

との懇談会」がH

ら，京大会館において外国人研究-ri-115r，， 受入

数日，各部同長および国際交流委貝会委tl.国際

た。 l•iJ氏の移動現象論は，本学の化学 ｜：学研究が

エンジニアリングサイエンスを某礎とした研究に

転換する契機を守え，また， Jドニュートン流体）J

学分野の研究の発以に大きく訂献した その後 4

回に及ぶ：￥学で、学術講演会 ・fiJI：究，H,11会などを行

い，さらに本学の研究者や学生を初制的にウイス

コンシン人；学に受け入れるなど，広告IS大学の研究

教育に大きな功組を残した。

..) 

-_JI’ 

交流会館委員会委貝等601'，およびそのIii]伴者計約

2001'，がr'l',Jおして開催された。

懇談会は，井村総長の挨拶に続き，安藤田｜漂っと

流委11会委員長の発声による乾杯で始められた

なごやかな懇談の中に，外国人研究おの代ぷ 2

:?'rのスピーチもあり，盛j川のうちに午後8吋過ぎ

閉会した。

-1093一
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平成8年度国立学校特別会計予算内示 （本学関係）の概要

平成 8年度国立学校特別会計予算が内示された。本学関係の主な事項の概要は次のとおりである。

なお，主な内容は予算成立後，本紙音｜；局車fl介等の記事により紹介する予定である。

司1 項 考備

研究科の新設

エネルギー科学研究科 （独立研究科） ｜ 4専攻

修士ぷ程 109人

r.11士川科 49人

（へリオトロン後融合研究センター， ｝J；＼ 子エネルギー

研究所の改組をー部転換）

専攻の設問

（人lflJ.環境）ア フリカ地域研究専攻 博士謀程 12人

（アフリカ地域研究センタ ーを廃止＇＇＇,L;換）

専攻の核保i

工学研究科上 水 ｜ 学 ほ か 6専攻 大学院重点化

修士課程 119人→171人

博寸て深紅 白人→80人

＇！：科の再編成

6＇／：科 305人→ 2学科 305人

I ( ifl t'[炭素資源転換工学：実験施設を11~1 卜：＇＇＇ぷ換）

災学研究科 森林科学ほか l専攻 ｜ 大’下院ifl点化

文学研究科文献文化学ほか 4専攻

経済学研究科経済システム分析ほか l

専攻

自警と，z県rE 54人→97人

ti.lj: r. ，；肘；~ 29人→46人

( fl![物処刑質研究施，没を 11~ IIゾ｜広換）

大’II淀ifU'.i.化

修七課程 94人→126人

博士課佐 55人→63人

大学院量点化

修士諜程 34人→46人

博士諜程 11人→23人

事務 機構の 1整備

研 究所の改 組

エネルギ－ J'IJ！仁学研究所

企I刈調整官の設置

防 《＂
グ＜. 石庁 一ιL ar 

V
 

1
 

原「エネルギー研究所9部門 1客只部門

→エネルギ一理て学研究所3部門 l附属施設

（ヘ リオトロン絞融合研究センターを・－；7,il1[iz;換）

共同利用の研究所へ改組

16部門ll附脱施設→ 5部門 5附属施設

1094 
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平成7年度国立学校施設整備事業の決定 （追加）

平成 7年度国立学校施設整備事業のうち，本学関係分 （迫力n）は次表のとおりである。

剖； 局 名 術近 階 面 干責 f桁 』E

基幹 ・環境整備 （医学部附以病院） （旧耳仰U閃喉科解体等） 一式

工 守： 剖i ＋支 舎 SR8-l 4.280m' 

文 －ヰ 許s 校
/,>, SR5-2 4 030m' 

Rは鉄筋コ ンクリート併造

放射性向位元＊ 総合 セ ン ター SR3-2 1. 720m' SR は鉄骨鉄筋コ ンクリート情造

8-1は地 U I精地下 l階

M R I - C T 装 問 機 Rl 220m' 

;(!- A聾 ~i} t討 ~ 改 fl事 R l .480m' 

J主幹整備j （古田地区他） (1宵報基盤整備） 一・主〔；

上記事業の実施に際し，工事周辺部におけるご協）Jをお願いします。

職 員会館の閉鎖

本学の教職員のtM利厚生施設として，昭和58年

10月より利用されてきた「点都大学職員会館 （旧

近衛ホール）」 は，この！支〉；（行IS人学医学部附属病

＜部局の動き＞

故藤本浩之輔教授追悼の集い

nt：年10月29Fl逝去された故藤本浩之輔教J受の追

悼の集いが教育学部主催により ，12月7日 （木）

!, .後 2II寺から 3時30分まで，教育学部第一講義宅

において執り行われた。

（教育学部）

院看護婦術舎の改修工事に伴い， l r1J 工事｝~］問中石

護婦寮として全館利用されることになります。

これに伴い， 1月25日 （本）より ｜司会館は閉鎖

されます。

（純理tnl)

故高奇秀正教授追悼の集い

昨年10月5日逝よε された故高谷秀正教疑の追悼

の集いが化学系 6l,!，［攻ならびに工業化学科主催に

より， 12月 8日 （金）午後 2時から 3時30分ま

で， ＿［学古118号館大会議室において執り行われ

た。

（←l：学部）

-1095ー
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平成7年度文学部博物館秋季公開展示

文学部博物館では， 12月 9日（土）で平成 7年度秋季公開展示を終了した。

展示内容，入館者数は次のとおりである。

入 自白 者 数

期 ！日1 展 刀立 の 名 初：
量生 土t己 生 l俄 員 特別観覧 百十

外 手十 司とヨEご σ〉 世 界 人 人 人 人 人

10/24～ 12/9 近 世 の 肖 ｛象 画 677 297 174 443 1,591 

日本占代文化の展開と東アジア

（特別観覧とは学術研究，悦察その他博物館連常研究及び施設見学等である。）

医学教育ワークショ ップの開催

平成 7年12月28日（木）ー29日（金）の二日間，

都ホテル（京都）において第一回京都大学医学教

育ワークショップが開催された。

医学 ・医療の変革が迫られている昨今，大学院

医学研究科 ・医学部が大学院医学研究科改組を機

会によりよい教育法，訓練の原則と技法を羽得

し，直面する問題の解決j去を身に付け，効果的な

医学 ・医療の教育指導の充実を図るため教綬会情

成員が合病して行われたものである。

菊池11,7彦大学院医学研究科長 ・医学部長の開会

の侠拶に続いて，京都大学高等教育教授システム

開発セ ンタ一長岡田渥美教授が「Homoeducans 
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・・教えるということ」につき，基調講演を行っ

た。タスクフォースにはJil員天堂大学医学部尾島附

次客員教授，浜松医科大学梢村研一教疑，日本医

科大学岩崎後教授，日本赤十字社武蔵野短期大

学畑尾正彦教授の 4氏を迎え，学習目標や学科方

略，教育評価法などのテーマについて金イ本会議と

小ク桐ループ討論を繰返した。また，医学部におけ

る教育の問題点や対！志についても討議され， 二日

自の最後には， J十村裕夫総長が「アメリカにおけ

る医学教育とこれからの日本の課題」について講

I寅を行った。

貨店一日目は制 9時から夜10時まで，二日目も午

後5時まで熱心な討議が行われた。

（医学研究科 ・医学部）
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武内義範名誉教授，中川久定名

誉教捜，山田康之名誉教授が日

本学士院会員に選ばれる

このたび，武内義範名を教J受，中川久定名誉教

J受及び山田康之名誉教授が日本学上院会貝に選は‘

れた。

以下に 3氏の略歴，業績等を制介する。

武内義範名誉教捜

武｜付義革rrr，~·子教授は三 Lff県出

身で， JI［］和l1年京都帝国大学：文

学部材学科を卒業後， l1iJ大学院

にの：絡し， H21年より京都大学

文学部議師，｜叶23年助教疑を経

て， ｜τi]34年より教ほとなり，宗

教学第一講座を担当した。lllHn

51年f＇.＞年迫行し，同年 から愛知学院大学教授とな

り11何1年までその任にあった。その附， ドイツの

マールブルク大学およびアメリカのコロンピア人；

学，ウィ リアムス ・カレ y ジ等の客貝教授を勤め

ている。liiJ名誉教綬は宗教材学．’五イバ守学，浄土

教および原始仏教の研究等の分野において数多く

のすぐれた業績をあけ＼我が国の京教材学研究の

深化発展に符しい貢献をなすとともに，その研究

に世界的悦野を導入し，国際的にも大きな影特を

及ぼし，米間文化の交流に大きな；令：与をなしてき

た。またその優れた研究教育によって多くの優れ

た研究者を指導育成した。

r,11名誉教J受の研究の中心の一つは，印度中国日

本における仏教の展開を宗教材学の立場から解明

することにある。その業績の第一群としては親鷺

を中心にした；in研究がある。その研究の主なもの

は『教行信託の哲学』， r税鷺と現代』， r鎌倉仏教

の ，···~ ·！尚と目覚め』等がある。 これらは，浄土教思

:t[I，の特質を，キリスト教神学および丙欧の析学の

考え方を媒介批判しつつ，人間における宗教析学

的自覚の本質構造として究明したものであって，

妹に最初Jの表作『教行信証の析学』は浄土教忠弘1

の科学的究明に新時代を聞いたものであり不朽の

意義をもっている。

浄土教から i朔って仏教.';II、全！のH~iJJ;l的形態を究明
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しようとした原始仏教関係の業績が第二群をなし

ている。この分野の研究には「原始仏教における

禅定の研究」他数多くの論文があるが，それらは

．‘Verse『1kung l『n Ur-Buddhisumus 

of Buddhist』『『，・’なと‘の著作にまとめられている。

これらは，仏教思想の原型を縁起説のうちに凡，

その構造と意義を，一方日本およびil!:fi,ij;の仏教学

的研究，他方丙欧の官学の考え方を~介批判しつ

つ究明したもので，その精微な原典研究と析学的

洞察と主体的自覚との結び付きがその研究の他の

迫随を許さない独自’｜性を与えている。

またlriJ?'1誉教J受の長年の研究を一目するもう

つの中心は宗教析学に関するものであり，この分

貯の研究も大きく多彩である。その研究の特色

は，宗教材学：のJ;I』本的問題を克明に取り上げつ

つ，宗教の実証的Jn科学：の成果を宗教析学：のうち

に派く媒介していることであり ，さらに個々の問

題に｜刻して仏教の思想からくる洞察が西欧の訪研

究がおよばない机野を聞いていることである。そ

こでの11:1姐把搾とその展開のスケールはきわめて

大きく ，阿l放と東洋の思担的交渉，宗教一青学一

科学：の十II任的述｜刻と媒介を合んで慎'P：に強似に進

められてゆく思議；は殆とJ稀有な）Jを不している。

さらにまた同名誉教綬の， 一方税鷲へのiti符，

他方長年にわたるへーゲル研究というありかたが

示すように，仏教研究と内1枚の村学とのIJ＇，会いの

場が同人の境位をなしており ，この点においてl1iJ

名誉教ほは阿田村学および田辺村学の伝統を受け

継ぎ，かつ篠続的にそれをhtllflしてきた。ここに

｜百l名誉教授の研究の立義があり，その研究が海外

でも高く汗イrlliされている所以でもある。

（文学部）
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中 川久定名誉教授

中川久定名誉教J受は東京者IS/I'.

身， U{j和29年京都大学文学部文

学科を卒業後，同大学大学院文

学研究科に進学，同31年l!iJ防士

課程に進み，パリ大学館学を経

て， IJJ136年名古屋大学教養部講

師に就任。同助教授を経て，ドi]

46年京都大学文学部助教疑，同55年教授となり，

フランス語学フランス文学第一講座を抱当した。

そのfl¥J，京都大学評議員，文学部長を歴任し，

平成 6年に退行して名誉教J受になられた。同年よ

り近畿大学教ほとなって今日にポっている。

同r，誉教J受は18佐紀フランスの思想と文化を中

心に， ；jミ証的かつ独自lj的な論文を数多く発表し

て，圏内のみならず国際的にも非常に r~i い詐似Ii を

受けている。その研究は析学，政治思想，小説，

演劇など広い分野におよび，方法論としても厳街

なテクスト ・クリティックに始まって，中，H111分

析，歴史学，比較文学，構造分析などを駅使し

て，数々の成果をあげた。同名誉教綬が出版した

ディドロの『セネカ論』校訂版は，初版と第 2版

の呉川を分類編集した両期的な版として，現在で

も世界で、流通している。この版に基づいた蒋S
rディドロの「セネカ論」』（昭和55年）において

は，ディドロの立識の背後にひそむ世界観，人生

観を明らかにした。著書 『自伝の文学ールソーと

スタンダール』（lriJ54年）においては，これら二

人の作家が書いた自伝的作品を取り上げて，「自

伝」の理論的問題から発して両作家の自伝の成立

とその意同を検証し，またヨーロ yパの近代的自

伝の成立という大きな問題まで視野を広げ、てい

る。また著書 『魁るルソー－i創刊の読解』 （111]58

年）においては，ルソーが11:.i!liにわたって追求し

た自己救済の問題を，ヴォルテール，ディドロら

と比較しながら綿宥に検討した。そしてルソーの

『対話』の読解を手がかりにして，五十／，＼と救済の

問題を彼の全著作の中で位置づけた。著書 『デイ

ドロ』（l1i]60年）は，ディドロの生涯と作品の全

体像を提示すると同時に， 18世紀フランスの知的

情問や，ディドロの文体について独自の見方を示

した。このほか，フランスで出版した 『作家主義
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と比較研究について－18世紀を凡る日本のllRJ

（平成 4年）においては，ディドロ，ルソーの研

究に加えて新井白石や中江兆民による岡洋：文化受

谷の問題に迫った。

80;j';ffljを超える同名誉教授の論文は，相当数がフ

ランス請で舎かれ，国際的学術雑誌に娼載されて

いる。また我が国最初jの本格的フランス語大計典

rロベール仏和大辞典』の編集，数度の国際シン

ポジウムの主宰なども特2荘に｛肉する。毎年のよう

に学会や国際会議で、学術講演および研究発表を行

い，平成 5年からは国際18世紀学会副会長を務め

ている。

｜司r.性教J受は上記祁研究を通じて，我が国のフ

ランス文学研究における主導的役古ljを果たし，そ

の研究水準を将しく高めるのに大きな訂献を行っ

た。また，高い識見と市位した桁導）Jによ って，

数多くの優秀な研究者A を世に送り II＇， してきた。こ

の研究 ・教育業績に対して，日本フランス説フラ

ンス文学会辰野：賞 （Ufl;fn42年）．フランス政l{.fパ

ルム ・アカデミ y ク勲章（liil60年），京都新聞文

化fl（平成 5年）を受けた。

（丈学部）

山田康之名誉教捜

山旧康之名誉教綬は，大阪府

，＇！＇，身で， 11(1和32年京都大学農学

部民主化学科を卒業後，引き続

きlrij大学大学院農学研究科修士

課程を修 fし， l1iJ35年より ｜仙史

学部助手， liil42年l1ij助教J受を経

て 111] 57年 In］附属生物細胞と！~ 1権制

御実験センター教授に舛任した。II？｛手[159-63年に

は！日lセンター長， ldJ61-63年丈部省，・：：i等教ffJ,,J科

学宵をjjf任した。平成 2年より l<i]i'.主主化学科教授

となり，分子細胞育種学講時を担当した。平成 6

年に条良先端科学技術大学院大学教綬となり現在

に烹っている。なお，平成 7年まで京都大学民学

部教J受を併任した。

｜叶争うを教授は我が固における純物細胞I元信技術

を確なした披初Jの研究{Iの一人であるのみなら

ず，そのfit（物上庁長細胞系を用いて次々に新しい研
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究分野を開拓して，分子細胞生物学のレベルにま

で発以させた貢献は大きく，この研究領域におけ

る第一人者として卓越した業績を挙げている。

｜司名誉教J受の研究は極めて多岐にわたるが，特

筆すべきは組物培養細胞を駆使した細胞生物学と

分チ生物学に関する研究である。同名誉教疑は高

等植物の細胞培養の豆安性，有用性に初期から一若

目し，特定の生理作用（光合成機能や二次代謝機

能など）を強く発現する細胞を選抜して大社主常盤

する実験系を確立した。

同名誉教J受が維なした光独立栄益タバコt庁長細

胞とその利用は純物一次機能解析の新しい手法と

して定治している。一方，！日j名誉教授は，ベルペ

リン．アロモリン，シコニンなとの純物出来有用

物質を産生する能）Jの高い細胞を選抜して大量培

長j去を検討し，これらの物質を工業的大量生産す

る方法を確立するとともに，これら細胞・府養根

を用いて，アルカロイドの細胞内における生合成

過程 ・反応機構の実体の究明とその律速過程の解

公開講座一

農 学部

「生物のマクロから超ミクロまでの

スケールトラベ．ル体験」

農学部林産ー仁学科で、は， H下年1l[J19, 23, 26臼

および12月25, 26日の 5日f:rJ，午前10時から午後

4時まで，高校生を対象にした公開講座「生物の

マクロから超ミクロまでのスケールトラベル体

験」を開催した。この公開講J坐は平成 7年度理工

系教育推進プロジェクトによるものである。受講

者数は50余 Z-1 で，京都市内はもとより ， 遠く ：~.・

1世，制知｜｜｜， 水口などからの参加もあった。参加

者の通学校は徐々で，学年としては高校2年生が

紋も多く，また男女比はほぼ同様であった。

11月下旬の前半の部は「樹木の多機性と生育環

境」および「各種顕微鏡によるミクロ体験」と題

して，身近な樹木を通しての生物のマクロから超

ミクロまでの“スケールトラベjレ．，を実＇fllを通じ

て体験してもらった。12月下旬の後半の部では題

を変えて，学校や家庭ではなかなか体験すること

のできないコンビュータの利用に｜刻する尖科を

明，さらにはその分子生物学的研究領域へと展開

した。特に，重要な植物二次代謝産物であるトロ

｝~ ンアルカロイドのオルニチンからスコポラミン

に主る生合成過程の主要な物質変換機構の解明は

特筆される。また，植物本来の産生するアルカロ

イドを分子育極的に改変する技術的，学問的基盤

を世界で初めて確立している。以上のように次々

に新しい研究分野を開拓し，植物分子細胞生物学

の基礎とその応用に大きく貢献した成果は国際的

にも僅めて高い評価をえている。

同名誉教授は国内外のE袋学会の仮妥な地位に

あり，これら学問分野を先導するとともに，多く

の人材を育成した。また，｜司名誉教授はこれらの

研究成果により l![j和62年向洋立，および日本農芸

化学会11.平成元年スウェーデンウプサラ大学名

誉埋学博士，！日j3年には日本学士院立をJ受与さ

れ，同 6年スウェーデン王立科学会 （ウプサラ）

の外国人会員に選1'1¥されている。

（農学部）

行った。いずれも高校生遠の知的好託子心をくすぐ

る内容となり，高校生ならではの奇抜なアイデイ

アが1111て予定の時間を超過する一幕もあった。

議H~の故後に行ったアンケート調査によれば，

受講者のほとんどが「理系の大学や研究の面白さ

が何となくわかった」と述べており，同線の公開

講時があれば是非また参加したいと言う声も多

かった。

（農学部）

-1099-ー
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突然死と虚血性心疾患

何か症状が現れてから24時間以内に起こる予期

せぬ死亡がいわゆる突然死と言われるものです。

年間人口10万人あたり70-80人が突然死し，その

頻度は交通事故死の約 6倍に相当します。突然、死

のうち約 6剖を，特に 1時間以内の死亡では8割

を心疾忠が占めると言われています。若年者では

先天性の心疾忠や心筋症の頻度が高く， 40歳以後

では虚血性心疾忠（狭心症，急性心筋梗塞症）の

割合が多くなります。成血l性心疾.：J!.、の他の病気と

の綾も大きな速いは初めての症状（冷汗を伴う激

しい胸痛）が前媛，突然死につながることがある

ということです。心筋便塞症では発症後病院に運

ばれるまでに30-40%の症例が亡くなるとの報告

もあります。心筋梗塞の｜際には“締め付けられる

ような”あるいは“重い石を胸に乗せられたよう

な”胸痛を伴うことが多いのですが，中には痛み

を伴わないこともあり，心筋梗塞という病気を

知っている人でも発症当初それとは気付かない人

も多いようです。

lf[l管の動脈硬化は20歳前後から徐々に起こり始

め，続状としては男性の場合40歳過ぎから， k：性
の場合閉経後50歳台から多く認められるようにな

ります。冠状動脈（心臓の筋肉に酸素や栄主主を送

るlfll管）の径が70%以上狭くなって血流が減少す

ると労作時（Jfl11£や脈拍の増加する状態で，食後

や怒っているH与も合まれる）に狭心症の症状が出

始めます。安静時の心屯閃が正常だから狭心症で

ないとは言えません。心臓に負.jT［をかけた状態で

心屯岡を取らないと狭心、出の診断はできません。

心筋綬塞は冠状動脈の動脈硬化を来した部位に一

部亀裂が人り，その部位に血佼（J虹の固まり）が

付着しその内II空が完全に閉塞することにより起こ

ります。このJfll松形成は動脈硬化の程度が粍い場

合にも起こり得ます。すなわち狭心症のない故例

でもいきなり心筋梗塞は起こります。初めての胸

痛，今まであった胸痛の頻度，持続時間に変化が

認められる場合，あるいは安静時にも起こる胸

痛，これらの症状を伴うものは不安定狭心旋と言

われるもので，その発症に血栓の関与が疑われ，

心筋梗塞に移行する頻度が高いと考えられていま

す。この時点でしかるべき処置をすれば，突然死

につながるかもしれない急性心筋梗塞の発症を予

防することができます。

しかし，すべての症例でこのような前駅症状を

伴うわけではなく，先にも述べましたように最初

の症状が心筋梗塞によるものであるという事があ

ります。この予防にはやはり，動脈硬化の危険凶

子を減らす事しか現在では手だてがありません。

高血圧，糖尿病，高脂血症，喫煙，肥満に対し

て，日頃から対処することが必要です。また，血

縁の人で虚血性心疾忠を有している場合，その未

知の危険凶チを遺伝的に受け継いている可能性も

あり ，注意が必姿です。高血圧はその他に症状を

伴わないことが多 く，知らず知らずの内に動脈硬

化，心機能の低下 （心肥大）を促進し俗に silent

killerと呼ばれています。心臓や血管は他の臓誌

と同様にある程度の予備能力を持っていますが高

血圧を放置すると本人の知らない聞にその予備能

力を使い果たしてしまうことになるのです。糖尿

病にはカロリー制限や運動が必要です。運動は一

日に一万歩程度歩くことが必要で，車を使う機会

の増えた現在ではなかなか達成出来ない数字で

す。高コレステロール血症では悪玉のコレステ

ロール（LDLコレステロール）の増加，普玉の

コレステロールである HDLコレステロールのj成

少を米たし，いずれも成血性心疾患との相関が認

められます。その1・l策としては動物性脂肪の摂取

を減らす市が必要です。卯一例で一日に必要なコ

レステロールは含まれておりそれほど多く摂って

いないと忠っている人でも実は沢山食べている事

が多いのです。Tff(1、（鯖，秋刀魚，鰯）に含まれ

る脂肪はl血中の悲玉のコレステロールを下げま

す。また，運動は IIDLコレステロールを増加さ

せ，ストレスは l!DLコレステロールを減少させ

ます。

虚血性心疾患の診断，治療には近年目覚ましい

進歩が認められます。 冠状動脈造r~.；により冠状動

脈のどの部位にどの程度の動脈硬化があるのかが

わかり，それに対する治療も薬物療法あるいは冠

動脈形成術（狭い所を風船で羽jlし拡げる風船療

法）や手術（大動脈一冠動脈バイパス術）と多岐

にわたります。

突然死を防ぐための対策を講じる機会は上述の

ように色々あります。それぞれの機会を布効にj舌

かしたいものです。

（｛呆健診療所青山 武）

ハ「
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一京都大学の百年（第15回）一

京都帝国大学以文会と学生集会所

点指IS大学において以文会といえば，文学部がおlj立五十周年を一年後に住えた昭和30年（1955) 4月

に，イイグ1無；k;の存在となっていた！日l窓会のぶ大倶楽部（Jl(j利 8年4月創建） を再建した｜僚に改称されて

今に続いている「京大以文会」を折すことになっているようである。文学部の職員と II＼身符を会貝と

し，所属学生を準会員とする「京大以文会」は，毎年秋に会誌『以文』（第 3号までは r京大以文会会

報』と称した）を発行して｜極：tu.，迫悼文や教室だよりなどを掲載し最新号は第38i}-となっている。以

文会という会名は， r~命話』 ttfi ;1：~ h市の「竹子I-!, ,fJチ以文会友，以京；輔｛て (fi'}子いわく ，，（＼＇了は丈を以

て友を会し，友を以てfてをたすく）」という有名な政言を出典とするので，同じ名粉、をもっ幼時会がほ

かに存在しても何ら不思議ではなし、。それにしても，京都大学の創設期に全学の籾時間体として「点者IS

帝同大学以文会」があって『以文会誌』を発行し，現在の同学会の前身に当たるとし寸！とよはあまり知l

られていなし、。この以文会は，j去干l’，医科，文科，理工科の各分科大学に所属する学生のみならず，職

員と本来：1=.イi志を会只としていたのである。

「；；（r.IS'i'i'f岡大学以え：会」の会名は幸田成行（露｛半）；海自Iiiの命名にかかるが，その簡冊併なin革は，たと

えば「点都大学概覧 II何和 l十二年』の同学会の項に，「lrij学会は学生を中心に中｜｜ 庄の税時を計り ，その

生活令般の発以il1J上を目的とした同体である。古きに拶lれば明治三十二年十二月連動会として誕生し，

l川十J年九月に大学令般の劇陪を意｜苅した以文会が成立．した。大」I二年二月にはこれ等を併合した学友

会が組織され．又11(1平II十六年四月大学通則を改正し，教育の補助機｜刻 として，その名称、も lri］学会と改め

られたが，~に二十一年十二月に長り， lnJ学会は十見本的に改組され，全学：1=.の自治同体としておJ発足を

した」と比える通りである。

ところで， 現在では学生の課外出動の施設のーとして， 日ー楽古I＼火科楽同などの練~！号場や合II門同． 書道

i}Fi, Im碁部などのクラブ BOXにi市川］されている （学生集会所〉は，もともとは以文会が活動する会場

として，明治44年（］911) 1月末に新築終成されたのである。｜百l年 4月刊の『以丈会誌』第 3サに，正

式には学生控19［と称された木造二｜情桂ての「学生集会場」が田中通（現東山通）近衛上ル京il!IJの元法院

分教雫の湖、に新設された次第と，その開場祝を兼ねて階上で聞かれた以文会人；糸話会が総長幼池大箆を

はじめとする870余；？＇，の参 加1｛＇；・をえて盛大に併行された僕様を，詳細に記録している。なお，学生集会

1ifrの点1tJに隣接する来友会館は，大学抗l上、工二十五周年記念卒業のーとして，おもにl般民と卒業生らの使

用に供するためにti：設されたのであるが， JI，~あたかも関東地方を襲った大混災の災’占状況に鑑み，鉄筋

コンクリート建築として：没計され，大正13年 (1924) 5月に竣工した。「楽友」の名は川の総長荒木寅

三郎の命名によるもので，りし記』学記稿の「楽其友ill]信其道」を，＇！＇，典としている 。

以文会という会名がlお米した「以文会友」なる四字句は，学｜付や｜主jJAJの税陸あるいは文化交流を標傍

するに 11：まるものではなく，ときには国際交流の｜僚にも用いられる。Jl{j平113年 (1928）に巾固から米日

して， l!l1 碁ゲ~に来rr 庫、L を吹き込んだ呉i市販が， ＜現役引退披主主 ・ 占稲 ・ 米円五十五周年記念出版＞と銘

うった11n:tlH止を， 『以文会友』（白水干I:,1984年）と題したのは その一例である。点都大学人文科学研

究所の前身のーで・ある独逸文化研究所は， llfl布19年 (1934）に，当日干の日独両国における政治社会状況

の近接を1r;;tとして設立されたが東一条交来点のjl可北隅に新築された19［悼の正lfil玄関の上に拘げられ

た木製同額にも，元肖相のi青ii日釜苦（1850-1942年）の師伝にかかる「以丈会友」の四字が刻されてい

た。点者ISの地に独逸文化研究所の詰lj設を旋明し以）Jしたのが if't-i1Hだったのである。村野勝吾 （1891～

1984年）の初期jの設計作品にかかる揃州な19rTttは，人文科学研究所の分館として引き続き使用されてい

たが，老桁化して危険となったこともあり，改築のために取り壊された。ただし「以文会友」の四字額

は， lljj和51年 (1976）に治成した新館の二｜清談話宅に.jt);I'，されている。

（百年！と編集委員会碗波護）
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アメリカンフ ットポール部8年ぶり

4度目の日本一

］月 3日 （水），アメリカンフットボールの日

本選手権（第49回ライスボウル）が， J;j£；；（ドーム

に 5)j l千人の観衆を集めて行われ，ょ；（者IS大学

（学生代ぷ）が 2年連続 3I立日出場の松下屯 1:

（社会人代ぷ）を35対21で破り 8年ぶり 4度目の

日本一に灼いた。学生の 11本ーは，平成 2年度の

1::1本人；学以米 5年ぶりである。 最優秀選手

(MVP）には，阿部妬朗 （民学部 4回生）が選ば

れた。

これに先Ji.ち， H乍年12月1711 （｜｜），第50[f1jljl 

f特｜ボウル （来同学生王時決定戦）が阪神 ljl(l事l

球場で行われ，京都大学（｜刻1lt.j1位）が2年辿杭

31主II111＼場の法政大学：（関東］依）を2HJ17で、（1皮

り， 3年ぶり 5度目の学生日本ーに輝いた

なお，この大会における表彩選手は．年間絞優

秀選下（ミルズ杯）には 伊藤取将（農学部4同

'i.J ，紋優秀選下には，杉本鰐（ I ；学部 3 回~）

が選ばれた。

（学生部）

日 誌

(l 995i下12月 1口一12月31日）

12月1日 スペイン ガリシア州政府 VictorManuel 

VAZQUEZ PORTOMEぬE文化大｜日他20.r，米

学，総長およぴ、関係教’1＂＼°・と懇談

6口 人権週間に因む研修会

7日カナダトロント大学 HeatherMunroe・ 

Blum副学長来q：，総長および、関係数’1＼と懇

談（ 8日まで）

能楽担監1工会

12n 評議会

。 );{ til大q：後援会助成事業検討委.r~会

-1102 

12口建築委n会

13日 環境保令委只会

イシ 核燃料物質竹理委長会

。 外国人研究者との懇談会

18日 附属似111:=nrrn討議会

20日 国際交流委l1会

今 国際交流会P.n委員会

イシ 放射性H11/:;t,.t等千7理委μ会
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後藤廉平名誉教授

本学名誉教J受後藤康平先生は， 12月 7日逝

去された。享年900

先生は， UH和 5年五（者IS’帝国大学理学部化学科を

本業，同大学理学部副手，助手，化学iiJf究所助

手，講師，助教J受を！信任の後， l1iJ21年，以n!STi'i同

大学教授に就任，コロイド化学研究部門をfll当さ

れた。ll(j和36年12月から 3年11¥J，点都大学化学研

究所長ならびに点打巨大学評議iiとしてが都大学：の

行政 ・運営に参両された。化学研究所長作作中に

は多くの困難を克服して化学研究所の高槻市から

宇治市への移転を決定され，今日の化学研究所の

発以の基礎を築かれた。昭和44年，停年により退

’1＇：・， 京都大学名誉教般の称号を受けられた。

本学退r：－後は， II日和54年 3月まで，京都産業大

学理学部教J受を務められた。この間昭和51年 4月

からl1i]53年 3月まで理学部長として管理i".臣官に買

｜欲され，退職後五（布IS産業大学名誉教授の称号を受

けられた。

先生は，~（体爆発反応の研究に取り組まれ， 反

応の不均－1'1:のす場から幾多の輝かしい業績をあ

げられた。この業績に刈 し， Iii{和19年 3月，日本

化学会から桜井褒章を授ワーされた。 さらに先止

は，研究範｜刈をコロイドおよび抗~U1i化学の分野・に

も｛111ばされ，特にj誘屯ヰ＼iJllJ定やi)i；外l吸収スペクト

ルなとご新しい物理的iJ!ij定手段の導入に以）Jされ，

従来の方法で解明し得ない幾多の事’＇.），；；の解明に締

かしい成果を収められた。主な新手？に『気体；爆発

反比；』，f)J嬰質化学』，『レオロジーとその応用』，

r物理化学尖験法』などがある。

また先生は， ll(j刷133年度日本分光学会開刊文部

長， ｜寸38年度日本化学会近畿支部長などを歴任

し，学会の述営と発反に尽きれた。これら一連の

教育 ・研究 ・行政ならびに学会活動により，昭和1

50年11月勲二等端主￥を受けられた。

ここに涼んで以悼の意を表します。

（化学研究所）

-1103-
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I ＜随想、＞ るようになったこと。第2に，殆どの天体に変 t

l 町の天文台から 動が観測され始めたこと。刷、ら活動銀河核ま i
~ で数時間，数日，数年と云ったいろいろの時間 S
A 名営教授小暮知一 ーノ－＂ 0 y ti 規模の変動が観測されると観測lj者の数がたくさ ' 

q 学問にfHiらず，多くの分野で a・司ば＼ ん必要になる。天体の変動はアマの観il!IJ.ri－の得 1
0プロとアマチュアの協）Jがその ・・- ・・ ¥ 意とするところであるp 第3に，地方自治体が ！

4分野の発以と活動の原動）Jに －＂.＜；ヲ彊哩’ i 絞って大型望遠鏡をもっ公共天文台の建設に来 。
五 I ·• r『・－ I 毒5なっている。 I ！で週冒 ｜ りIHしたこと。などであろう。ねが関係するの 0 
' 天文学もそのような分野の一 回圃，..』ー は第 3の点である。 ,., 

9っと考えられている。実際 新 司且＇r -• 従来の公共天文台の宅遠鏡は観望専用で光学 1
i しい詳diや新以の発凡など日本 、.， 系の仕様が11－いといJfk＼＇に，プロとの協 ）Jも始ど t 
lのアマチュアの活動は世界的にも良く知られて なかった。プロイ上様なら口径 60cmでも十分 ＋

： いる。しかし，それでは日本ではプロとアマの に学問的に意味のある制!IJが可能になる。 t 
j協）Jがうまく行つ川カと山肌はそ こうした普同町めカら意図以共 ！

うでもなし、。戦前は本学：の山本一清教短ーのよう 天文台は1990年に設立された阿はりま天文台が Y

の深いつながりを持つ万もおられたが，戦後は るが研究者ーの台員が研究と普及に当たってい 0 
太陽系天体や軌道計算などの特別の分野を除く る。その後1993年に岡山県美以II汀に現在私の勤 自

とアマとプロは別々の世界のようになってし めている美~，J＿天文台が開設された。 この天文台 ’

まった。天文学会にはプロとアマの会員がいる は口径が lOlcmと公共天文台として初めて 1

が，アマチュア会員は学会の研究活動からほと メートルを超えたと六うばかりでなく，研究者 f
んど疎外されているのがこれまでの実状であ の台員とアマチュアの協力のもとに，木~ーや新 S

る。 ).fーなどですでにいくつかの観測成果をあげ，普 . 

寺 天文学の歴史を振り返ってみると 18, 19世紀 及にも良い効果をワーえている。その後，他の自 ~ 

jの頃，天体制！仕リードしていたのは むしろ 治体でも 1メートルを担える望遠鏡を持つ天文 i
~ j佐川アマチュアたちであった。彼らは 1メー 台を建設し始めすで川か所がオープン数 。

トルを超える大型望遠鏡を製作したり，王立天 か！？？で建設が進んでいる。幸いこれらの天文台 b
j文協会などを設立して情報の交換に当ったりし は観ifflj商にブJを入れ，フ。ロとの協ブJもi韮んでい ！

jた…をF支す当…悦うした 山けした

チヤレンジ精干111はなかつた。 になることが期待される。

20世紀に人ると観測のリードはプロに移る。 近年は団連でも発展途上国の科学水準の｜向上 ？jその一一大科学…ゎょう 山…天文引iil~·$ 'ii lli*tj:F.W I 
になり，新しく発見された中性子星， if{，足， X 題となっている。 そのための｜刻~ワークショッ ~ 

0線天休などはどれも微光でアマチュアの望遠鏡 プが定期的に聞かれるようになっている。ま ~ 

6では手が出ないものだったからである。望遠鏡 た，中国，インドネシア，スリランカなどアジ 9
6がM大化，高性能化し，また，電波，紫外線， アの国々の関係者も日本の公共天文台のあり方 ？

t x線などの観測となるとこれはもう全くプロの に注目している。今後は国際協力も大切な課題 ？

i世界である。 になるであろう。小さな町の天文台でも大きな i
幸 しかし刷は事情が少し変わりつつある。ァ 仕事の出来る時代になりつつあると云えそうで j

理 由 は い 写真山る尚臓の CCD （こくれとも付元理学音附平成 2年 j
jマとプロ仰が云われIULt.：ので抗。主な ある0

1と呼ばれる受光素子の普及によって写真の20一 退1＇：＂専門は天体物理学） i 
0 30倍を越える高感度観測がアマでも手軽に行え ~ 
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